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1. 点 (a, b) の近傍で定義された関数 f(x, y) が (a, b) で全微分可能であるとは？

2. 次の関数 f(x, y) について次の問いに答えよ：

f(x, y) =

xy sin 1√
x2 + y2

(x, y) ̸= (0, 0)

0 (x, y) = (0, 0)

(1) fx(0, 0), fy(0, 0) を求めよ．

(2) f(x, y) は (0, 0) で全微分可能であることを証明せよ．

3. 次の曲面の指定された点における接平面の方程式を求めよ．

(1) z = 4x2 + 9y2, 点 (−2,−1, 25)

(2) z =
√

x2 + y2, 点 (3, 4, 5)

(3) z = sin(x+ y), 点
(
π
2
, π
2
, 0
)

4. z = tan−1 y
x
, x = 2t, y = t2 − 1 のとき dz

dt
を合成関数の微分法を用いて求め， t のみの式で

表せ．

5. z = f(x, y)を C2 級な関数（つまり f の第2次偏導関数までは連続）で，x = eu cos v, y = eu sin v

のとき，zu, zv, zuu, zvv を u, v, fx, fy, fxx, fxy, fyy を用いて表せ．

6. f(x, y) = e2x cos y について (0, 0) におけるTaylorの定理の式を３次まで求めよ．

7. f(x, y) = x2 + xy + y2 について (1,−1) におけるTaylorの定理の式を求めよ（２次の式まで求
めれば良いことをに注意する）．
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